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６６６６．．．．共同研究共同研究共同研究共同研究のののの成果成果成果成果    

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800 字～1,000 字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

    

１．強力なヒューリスティクである L-K法(リン・カーニハン法)と併用するのに適した交叉法を２つ

考案し、その求解性能評価を行った。以下これらを仮称で、Sub-tour Recombination Crossover (SRX

法)、Zoning Crossover(Z-cross法)と呼ぶ。 

 

２．SRX 法を用いたハイブリッド GA(HGA)は、38 都市～71,009 都市のベンチマークに対し、従来

法よりも 1.5 倍～2 倍程度高速であることが分かった。この方法については、2010 年 2 月国際会議

AROB で報告した(表 1)
1）。 

 

３．さらに Z-cross法を用いた HGA は、131都市～104,815都市のベンチマークに対し、従来法より

も 3 倍～13 倍程度高速であることが分かった。この実験で 43,748 都市問題では、最短経路の世界

記録を更新（★）、34,656都市問題では、世界記録タイを得た(表 2)（★★）。 

なお、この交叉法については、2010年 7月開催の国際会議 CEC で報告する予定である(採録決定)２）。 

 

４．(今後の課題）計算時間の関係から今年度は約 10万都市問題までしか扱えてなかったが、今後、

チェイン・ジョブを構成するなどして 11万都市超の問題に挑戦したいと考えている。ベンチマイク

の問題としては、World TSPsで最大 1,904,710都市、National TSPsで 71,009都市、VLSIsでは 744,710

都市まである。 
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（研究成果のつづき） 

 

５．研究途中で、同志社大学・廣安知之教授に参加して頂き、並列処理に関する手法について、ご

指導をいただいた。 

 

●●●●実行結果実行結果実行結果実行結果のののの例例例例 

 

ベンチマーク名 SRXの解 世界記録※ 差 ベンチマーク名 Z-crossの解 世界記録※ 差

bm33708 959,336 959,289 47 bby34656 99,159 99,159 0 ★★

bby34656 99,172 99,159 13 pba38478 108,319 108,318 1

pba38478 108,330 108,318 12 ics39603 106,820 106,819 1

ics39603 106,821 106,819 2 rbz43748 125,184 125,185 -1 ★

rbz43748 125,195 125,185 10 fht47608 125,111 125,106 5

fht47608 125,147 125,106 41 fna52057 147,812 147,789 23

ch71009 4,568,551 4,566,506 2,045 ch71009 4,567,359 4,566,506 853

sra104815 251,597 251,345 252 sra104815 251,414 251,345 69

表1．　SRX法の求解性能 表２．　Z-cross 法の求解性能

※　記録は、2010/1/25現在  
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